
≪that の特別用法≫

… 以下の場合には関係代名詞は that を使う。

※ 目的格のときは省略できる。

① 先行詞に最上級がついている。

② 先行詞に all, every, any, no などがついている。

③ 先行詞に the only, the last, the first,
the same, the very などがついている。→（４）

④ Who, Which などの疑問詞で始まっている文。

Who is the boy that is studying hard?
「熱心に勉強しているその少年はだれですか。」

◎ 目的格の関係代名詞は省略することができる。

☆ ＜ 名詞 + 主語 + 動詞 … ＞ のかたちになっているときは

名詞と主語のあいだに関係代名詞が省略されている。

song と we のあいだに which または that が省略されている。

bag と I のあいだに that が省略されている。

先行詞が the only ～ なので、that の特別用法。(which は不可)

computer と he のあいだに which または that が省略されている。

picturesと sheのあいだにwhichまたは thatが省略されている。

＜ 英語ブロック の ダントツ英文法 (中学英文法 編) ＞ 解説動画 http://eigoblock.net/lesson97

lesson97 … 関係代名詞④ 関係代名詞の省略

（１） This is the song we like the best.
『これは私たちが一番好きな(その)歌です。』

（２） The computer he wants to buy is very expensive.
『彼が買いたがっているそのコンピューターはとても高いです。』

（３） These are pictures she took in Kyoto about thirty years ago.
『これらは彼女が約３０年前に京都で撮った写真です。』

（４） That’s the only bag I have. 『あれは私が持っている唯一のバッグです。』
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≪ 関係代名詞のまとめ ≫

先行詞 主格 目的格(省略できる)

人 who / that ( that / whom )

もの・動物 which / that ( which / that )

関係代名詞の

うしろの形
動詞 主語 + 動詞


